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はじめに

巡礼（者）を意味するpilgrimということばの語源は、ラテン語のペリグリヌスperegrinus

で、もともとは「異邦人」とか「放浪者」の意味であったといわれます。このことは、巡礼

という行為が、日々の暮しあるいは日常の世界という枠組でではなく、そこから一時的にせ

よ離れて行なわれるものであったことを示しています。日常の世界を離れて聖地へと向かう

というプロセスが、巡礼にはつきものであることを教えてくれます。そして、巡礼は「′悔い

改めの重要な形」であり、そうした巡礼の過程での「歩みが辛いだけにいっそう報いられる

べき祈り」の形態の一つであったのです。

世界には、あちこちに巡礼地、あるいは聖地と呼ばれる場所があり、実に多くの人々がそ

れらの聖地をめざして巡礼を行なっています。キリスト教文化圏のヨーロッパに限っても、

たとえばスペインのコンポステラ巡礼（サンチャゴ巡礼）は古くからよく知られています。

キリスト教の場合、巡礼はカトリックに限られていますが、コンポステラはローマやエルサ

レムとならぶ三大巡礼地の一つでした。９世紀に使徒大ヤコブの墓所が発見されて以降、１０

世紀から１８世紀頃まで何百万人というキリスト教徒が、ヨーロッパ各地からピレネー山脈を

越えてスペインのコンポステラをめざしました。コンポステラ巡礼にたつ者は、「財産を整理

し、徴‘海し、路銀を見い出し、衣服を調え、頭陀袋と巡礼杖を祝福して」もらい、徒歩で歩

く貧しい旅人の姿となって、道をいそいだと描写されています。

この報告では、フィリピンにおける聖地巡礼について考えてみたいと思います｡具体的には、

ルソン島のマニラから南にひろがる南タガログ（SouthernTagalog）地方にあるバナハオ山を

舞台として行なわれる聖地巡礼について、その概要を報告します。バナハオ山には、古くか

らの大きなカトリック教会があるとか、あるいは聖母マリアの出現の場所があるとかという

ような、いわば公式的なカトリシズムあるいは教会に密接につながるような聖地としての構

成物はありません。したがって、バナハオ巡礼はカトリック教会が奨励している信心業では
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１聖地バナハ オ

最初に、バナハオ山（MtBanahaw）について簡単に述べておきます。バナハオ山は、先ほ

ど申したようにルソン島の南タガログ地方に位置しています（資料１）。標高2177メートルで、

安山岩からなる成層火山です。ちょうどラグーナ州とケソン州との州境にそびえています。

バナハオ山のすぐ西隣にはサン＝クリストバル山（MtSanCristobal）がひかえています。さ

て、このバナハオ山のケソン州側の南の麓にドロレス（Dolores）町があります。ドロレスから、

さらに山の斜面をのぼったところに､サンタールシア(StaLucia)というバランガイ(barangay）

つまり最小の行政単位である村があり、そこではいくつかの宗教集団が共同生活を営んでい

ます。このサンタールシアがバナハオ巡礼のいわば出発点にあたる場所です。サンタールシ

アから、さらに奥に入ったキナブハヤン（Kinabuhayan）と呼ばれる地域、そしてバナハオ山

頂へとつらなる地域一帯がバナハオ山の聖地（SantongLugar）として知られています。キナ

ブハヤンというのはタガログ語で「復活の地」を意味しています。以上がバナハオ巡礼の舞

台です。

ところで、なぜバナハオ山が聖地として認識されるようになったのか、それはいつ頃から

[資料１］ルソン島南タガログ地方略図
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ありません。むしろ、教会からは距離を保ちつつ、より民間信仰に近づいた形で息づいてい

る民衆カトリシズム、伝統的な精霊信仰、そして山岳信仰とに支えられた宗教的表現として

の聖地巡礼である、と考えられます。毎年、とくに復活祭前の聖週間になると、フィリピン

各地から多くの巡礼者を迎えいれて、山中における巡礼が行なわれます。その数は２万人近

くに達するともいわれます。
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のことなのか、という問題があります。バナハオ山麓で共同生活を営むいくつかの宗教集団

には、聖地あるいはバナハオ山に関する伝承があります。それについては、後ほど詳しくお

話しするつもりですが、バナハオ山を問題にする際には、１９世紀の中頃、すなわち1830年代

から40年代の聖ヨセフ兄弟会の活動が重要だと思われます。先ほどの池端先生のご報告のな

かに、この聖ヨセフ兄弟会という信徒信心会のことが出てまいりましたが、この信心会の主

なる活動の舞台はバナハオ山の東側から北側にかけての麓の町でした。そして、池端先生の

ご研究では、聖ヨセフ兄弟会の指導者であったアポリナリオーデーラークルス（Apolinario

delaCruz）が1834年の時点で、兄弟会の会員に対して山での巡礼行を提案したこと、その山

がバナハオ山であったこと、さらに、聖ヨセフ兄弟会による巡礼行が、現在、復活祭前の四

旬節に盛んに行なわれているバナハオ巡礼の初期の形態であった可能性があることが示唆さ

れています。また、１９世紀の末から今世紀初頭のフィリピン革命期に、コロルムと呼ばれる

宗教結社がバナハオ山とサン＝クリストバル山の裾野を根拠地として活動し、これらの二つ

の山に苦行の実践を目的とする巡礼行を行なっていたことも明らかにされています。また、

1870年代のスペイン人行政官によって書かれた報告書にも、バナハオ山中における巡礼に関

する記述が見られます。同じ頃、つまり'870年代末から80年代にかけて、バナハオ山の北の

裾野の町マハイハイ、南側のドロレスを訪問したフランス人博物学者マーシュの旅行記にも、

これらの地域の住民がバナハオ山を聖なる地として崇めているとの記述が含まれています。

19世紀末のバナハオ巡礼については、それに実際に参加した人自らが書き留めた記録が残さ

れています。それには、男も女も苦行の実践のために、わざわざ石を背負って山を登るといっ

た光景が描かれています。こういった聖地としてのバナハオ山に関する記述は他にも見られ

ます。バナハオ山あるいはその一部の山麓が少なくとも19世紀中ごろ以降には、その自然景

観も手伝って特別な宗教的活動の舞台となっていたであろうことが推測されるわけです。２０

世紀に入ってからは、限られた文献資料からもバナハオ山が自然の霊､天の声(SantongBoses）

と交わることのできる聖地として、巡礼の対象となっていたことが読みとれます。

２聖地の「移転」

バナハオ地域、とくにドロレスとキナブハヤンー帯には、大小の多くの宗教団体の根拠地

がおかれています。そのうちのいくつかは、信者が共同生活を営んでいます。宗教団体の数

はおよそ30といわれていますが、正確な統計はありません。これらの宗教団体のなかで比較

的よく知られているのは、サンタールシアすなわち聖地の入口にあたる村で共同生活を営む

「神の神秘なる都の教会」（LaSupremalglesiadelaCiudadMisticadeDios，以下ミステイカ

と略す)、キナブハヤンの「三位一体の教会」（IglesiaTatlongPersonaSoloDios）です。

バナハオ山における巡礼のルートには、いくつかのバリエーションがあります。巡礼を主

宰する宗教団体やグループによって、聖地として考えられる中心地点が異なるという問題も

あります。かなりの地点が共通の聖地としてとらえられているわけですが、あるグループに

とっての独自の聖地というものもあります。また、集団ではなくて個人あるいは数人で行な

われる巡礼もあります◎ですから、聖地バナハオにおける巡礼といっても、実際にはこうし

たバリエーションがあることを前提として考えなくてはならない。そこで、今日の私の報告

では、先ほどのミステイカすなわち「神の神秘なる都の教会」の信者たちが集団で行なう巡

礼を、主な対象として検討していくことにします。
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ミステイカという教会について詳しく述べるだけの時間がありませんので、いくつかの点

だけをかいつまんでお話しします。まず、この教会の正式名称に見られるように、ミスティ

カは通常のローマ＝カトリック教会、あるいはプロテスタント系の教会ではないという点が

あげられます。それではキリスト教の教会ではないのかと問われると、それは何をもってキ

リスト教会とするかという定義の問題ともかかわってきますが、ミスティカはキリスト教系

の教会、あるいは土着的な宗教とキリスト教との接点に位置づけられる教会ではあっても、

通常の意味でのキリスト教会ではない、といえるでしょう。ミスティカにおいては女性祭司

制が取り入れられており、サンタールシアで共同生活を営む信者総数は、1985年現在で105世

帯およそ630名です。これはサンタールシア村全体の人口の３分の１に相当します。

聞き書きにもとづいた資料によると、ミスティカの創立は１９世紀末のこととされています。

創始者はマリアーベルナルダーバリタアン（MariaBernardaBalitaan、ＭＢＢと略される）と

呼ばれる女性です。1876年にルソン島バタンガス州に生まれ、1925年あるいは27年に他界し

ていますが、ミスティカの神学では「母なる神」（GodtheMother）として位置づけられてい

ます。これはカトリック教会のマリア崇敬における「神の母」という考え方とは異なってい

ます。この「母なる神」という観念は、次のように説明されます。すなわち、父なる神は天

と地とを創造したが、その過程で孤独感を抱き、母なる神を創造した。神はイエズス＝キリ

ストを救い主としてこの世に遣わしたが、人間はキリストを拒絶したため、キリストは死に、

そして復活した。キリストの復活の後に、父なる神はこの世に母なる神を与え給われた。そ

の母なる神が、ミスティカの創始者であるマリアーベルナルダーバリタアンであると信じら

れています。

このようなミスティカの神学、あるいは信仰体系を整理して論じるためには手元の資料が

不足していますが、巡礼との関係で一点だけ指摘しておきます。それは、なぜミスティカは

バナハオ山に教会本部をおき、バナハオ山を聖地として重要視するのかという問題に関わっ

ています。ミステイカには「聖地の神秘的な移転」（MysticalTransferoftheHolyLand）に

かかわる信仰があり、ミスティカの信仰体系の根幹を形作っています。この聖地の「移転」

の内容は、おおよそ次の通りです。キリストの処刑後に、全能の神（DiosnaMakapangyari‐

hansaLahat）は、世界がひきつづき混沌状態にあることを悲しんだ。中東は依然として荒廃

したままであったので、神は聖地の移転を決意された。その最適の移転先としてバナハオ山

を選んだ、というものです。聖地の「移転」に関しては、次の様な異説もあります。それは、

キリスト処刑の時に大地震が地を揺るがし、カルワリの丘が二分された。そこで五人の大天

使が、カルワリの丘の半分をバナハオ山に運んだ。それ故にバナハオ山中には「キリストの

足跡」など、キリストにまつわる記念物が見いだされる、と説明するものです。

聖地の「移転」についてどちらの説をとるにしても、世界の終末における善と悪との決戦

場としてのハルマゲドンが、1995年すなわち第二の千年王国の５年前に到来するという点で

は一致しています。ハルマゲドンの到来時には、自然災害、戦争、飢餓、疫病の蔓延といっ

たこの世の終末的な状況が展開される。しかし、バナハオ山は雲に包み込まれ核汚染からも

守られて生き残る。こうした終末的な出来事は、キリストの再来を促すものであり、キリス

トはバナハオ山に天から降りてくると信じられているのです。こうした危機が去った後では、

バナハオ山に与えられていた聖地としての役割は、本来の中東に返還されることになるが、

バナハオ山の底部あるいは下方から神の神秘なる都が出現して、千年王国の時代を迎える。
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千年王国の時代には、黄金の都、黄金の宮殿、黄金の教会、黄金の旗が出現し、１４万４千の

人びと（docepordoce）が救われ、永遠の命を得る、とされています。聖地の「移転」説の

内容は以上の通りですが、このようにミステイカの信仰体系には、キリスト教の、とくに聖

書（黙示録）の影響が見いだされます。

もう一つ、ミスティカの信仰体系と儀礼を特徴づける「犠牲」（Sakripisyo）という点が、

巡礼を考える上で重要です。ここでいわれる犠牲には、鞭打ち（Pagsusuplina）の儀礼や裸足
での聖地巡礼などが含まれます。

３巡礼路

次にバナハオ巡礼の内容を検討します。まず、聖地の概要を明らかにしておきます。資料

２は聖地の概略図です。大変見にくい地図なのですが、これは1985年５月にバナハオ山で短

期間の調査を行なった際に入手したものです。これを作成したのはそれ以前にバナハオ地域

に滞在していたアメリカ人です。距離や縮尺といった点はともかくも、この地図から全体の

位置関係を把握することができます。聖地は地理的にはサンタールシアからバナハオ山頂に

広がる一帯で、しかもラグナス川（LagnasRiver）の西側域の斜面に広がっています。サンタ

ールシアー帯はパラン地区（Parangside、草原部の意味）と呼ばれることもあります。それ

より北の山頂に至る地域一帯がキナブハヤンと呼ばれます。サンタールシアからキナブハヤ

ンの入口の集落までは､徒歩でおよそ１時間の距離です。このパラン地区は、ミスティカが｢新

しきエルサレム」（AngBagongHerusalem)、または「聖なる約束の地」（TierraSantade

PromissionまたはHolyPromisedLand）と呼んでいる地域でもあります。これらの聖地全域

はバナハオ山頂から眺めると、南西側の裾野にかけて広がっているわけです。

ところでバナハオ山における巡礼は、タガログ語でpamumuwestoといわれ、これはプゥェ

スト（puwesto）を巡るという意味です。バナハオ巡礼は、広大な地域に散らばっている聖所

を巡っていくことなのですが、その聖所にあたるものが一般にプゥェストと呼ばれています。

プゥェストというタガログ語の語章は、通常「場所」や「位置」を意味する語ですが、この

聖地バナハオの文脈では「聖所」を意味します。プゥェストの多くは自然物でできており、

その形態は多種多様です。ある報告によるとパラン地区だけで50以上あるとされていますが、

別の報告では100とされています。自然物からなるプゥェストの具体的な形態は、フィリピン

大学人類学科のコバール教授他による予備的な分類にしたがうと、次の４種類になります。

すなわち、岩（bato)、泉（bukal)、洞窟（kuweba)、山頂あるいは峰（taluktok）です。

次に、ミスティカととくに関係の深いパラン地区のプゥェスト群を分類した資料を紹介し

ておきます。これらのプゥェストのなかには、古くから知られているプゥェスト（１００カ所の

うちの約20カ所）もあり、またミステイカ以外の宗教団体によってプゥェストとして認識さ

れているもの、さらに近年になって新たにプゥェスト群に加えられたもの（100カ所のうちの

約80カ所）が含まれています。

各プゥェストには、独自の名称が、例えば「聖母の髪」（BuhogngBirhen）とか「父なる神

の洞窟」（KuwebangDiosAma）のようにつけられています。その命名の事情を、天然の泉

からなるプゥェストである「聖イシドロの井戸」（BalonniSanlsidro）を例にとって紹介し

ます。この「聖イシドロの井戸」は、ミスティカによって守られているプゥェストですが、

ミスティカの指導者であったアマドースアレス氏が1950年代初期に、IbondeCustodioという
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名の烏に導かれてこの泉にたどりついたのが起源であるとされます。この導き役となった烏

は変装した神であったと信じられており、神自身がミスティカの指導者にプゥェストヘの道

を示したというわけです。
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[資料２］バナハオ山の聖地概略図
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こうした例に限らず一般にプゥェストは、神によって創造されたものであり、そこには神

の力（kapangyarihan）があますところなく表現されていると理解されます。したがって、多

くの巡礼者たちが述べるように、岩は岩であり、泉は泉であって、そうした自然物としての

姿を変えることはできないが、神の創造物である岩あるいは泉の前で人が祈るということは、

その岩あるいは泉を創造した神の力を認めることを意味するのです。各プゥェストには番人

（tagatanod）あるいは守護者である聖なる霊（banalnaespiritu）がいて、巡礼者の安全な

通行を見守っていると信じられています。こうした自然霊も力を持つとされます。

ミスティカの信者による集団的な巡礼は、通常は毎月最後の日から翌月１日にわたって、

１泊２日の行程で行なわれます。この月末の巡礼には、サンタールシアで生活する信者の他

にも、ふだんはルソン島のバタンガスやカヴィテで暮らしている信者などが、前日までにサ

ンタールシアの教会本部に集合します。巡礼参加者は50名位になります。こうした集団的な

巡礼には、開始から終了まで一定のオーダーがあるわけですが、標準的なあるいは規範的な

オーダーは、次の通りです。

１．教会本部に集合。

２．指導者の家にある祭壇（ＭＢＢの肖像画）の前で祈る。

３．教会の主祭壇前で祈る。

４．教会に隣接する広場にある大きな木の十字架前で祈る。

５．教会の右隣のカルワリの門（PintongKalbaryo）で祈る。

６．聖地への巡礼開始。

７．各プゥェストにて祈る。

８．最後のプゥェストで感謝の祈りを捧げる。

９．教会へ帰還。

１０．教会に隣接する広場の十字架前で感謝の祈りを捧げる。

１１．教会の主祭壇前で祈る。

１２．解散。

このような巡礼は、1950年代の終わりからすでに実践されており、1982年にミステイカの

指導者であるスアレス氏が死去した後になってとくに形式化されたものです。全体を通じて

もっとも重要視されているのは祈り（panalangin）です。各プゥェストに到達した巡礼者は、

神に対して祈り（dasal）を捧げます。また、プゥェストによっては、その場所で水を浴びたり、

地底の洞窟のなかに降りて祈るということもあります。その後、各プゥェストの霊に対して

感謝の祈りを捧げ、賛美歌（dalit）を歌います。祈りや儀礼の過程では、時としてトランス

状態におちいる信者もみられます。また、こうした祈りのなかには、信者またはその代表者

が声を出さずに口のなかで唱える「秘密の祈り」（lihimnadasal）もあり、これは山のなかで

の巡礼行が安全に行なわれるようにとの意図を持って捧げられます。

上の巡礼のオーダーのなかで、７から８にかけてのプゥェストは、具体的にはどのような

ものでしょうか。その主なものを1985年４月一５月の資料をもとに、検討します（ローマ字

表記は、各プゥェストの名称)。

１．Sta・Luciacomplex

以下のプゥェスト群からなり、全体は聖ミカエルによって守られる。

SanMiguel（岩）

－２１－



PiedraMental（岩）

PintongKaluluwa（川に接した岩壁）

TubigngJordon（川）

「ヨルダン川｣。水につかる。

TubigngStaLucia（地下水流）

儀礼的な休浴をする。

BuhokngBirhen（地下水流）

「聖母の髪」と呼ばれ、儀礼的な休浴をする。

２．Hilamusan（地下水流）

（他者の）顔を洗う。

３．BalonniSanlsidoro（泉）

「聖イシドロの井戸」と呼ばれ、象徴的洗礼を授けられる場所。この井戸から汲み

あげた水を、リーダーが巡礼者の頭部にかける。

４．BalonniSantongJacob（泉）

「聖ヤコブの井戸」と呼ばれ、ここの水は硫黄分を含み、皮膚病に効くとされる。

水が悪臭を放つ時は、死霊が水浴しているとの信心がある。

５．Prisintahan

「登録所｣。以下の二つの洞窟からなる。

ＫｕｗｅｂａｎｇＳａｎＰｅｄｒｏ（洞窟）

「聖ペテロの洞窟｣。巡礼者は自分の名前を紙片に書きとめ、それをローソクの火

で燃やす。聖ペテロの元帳に登録することを意味する。

ＫｕｗｅｂａｎｇＳａｎＰａｂｌｏ（洞窟）

「聖パウロの洞窟｣。

この後TubigngSantisimaTrinidad（｢三位一体の小川｣）を巡る。

６．InangSantisima（洞窟）

「聖なる母｣。洞窟のなかにある木の十字架の前にローソクをたてる。

７．MatandangKiling（洞窟）

「古い鐘」と呼ばれる洞窟。

８．ＩｎａｎｇＡｗａ（洞窟）

「慈悲深い母」と呼ばれる洞窟。天の声（BanalnaBoses）と交信することができる

洞窟として知られ、内部には絶えざる御助けの聖母像がおかれている。

９．Husgado（洞窟）

「裁判所｣。迷路のようになっている洞窟。下の入口から入り、暗い洞窟をぬけて上

の出口に至る。罪人はここを通り抜けることができないと信じられている。

１０．InangGinoo（岩）

ここから険しい道を上り、カルワリの丘に至る。

１１．SantosKalbaryo（丘の頂上）

「カルワリの丘｣。キリストが処刑された場所。標高500メートル付近にあり、３本

の木の十字架がたてられている。ここまでがパラン地区に点在するプゥェスト群で

あり、この後キナブハヤン側に下る。
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１２．SantosKolehiyo（岩）

「諸聖人の学校」と呼ばれ、諸聖人の会合の場とされている。

キナブハヤンの聖地もパラン地区と同じく、岩、洞窟、泉、小川などからなるプゥェ

ストの集合体である。

１３．Kinabuhayan（川底の足跡）

キナブハヤンのプゥェストのなかでもっとも重要なのは、川底の岩にしるされた「キ

リストの足跡」である。キリストは処刑後３日目に、このキナブハヤンでよみがえっ

たとされる。苦難の生涯と死の後には、新しい生が約束されていることを示す。

１４．Kristalino（泉）

水を浴びる。その後、険しい道を登り山頂をめざす。

１５．SuplinangTubig（滝）

３０メートル程の大きな滝。流れの下の岩に身体を横たえ、水を浴びる。

１６．BubognaKristal（泉）

泉。身体を清める。

１７．ＫｕｗｅｂａｎｇＤｉｏｓＡｍａ（洞窟）

「父なる神の洞窟｣。洞窟の入口は広く、内部中央には木の十字架がおかれている。

ローソクを灯し、祈りと歌を捧げる。サンタールシアを出発した巡礼団はおよそ５

時間をかけて、この「父なる神の洞窟」に達する。ここからさらに６時間をかけて、

バナハオ山頂上にあるプゥェストをめざす。

１８．SantongDurungawan（山頂）

「聖なる窓｣。頂上から火口を下った地点には「乳の湖」（DagatngGatas)、「血の湖」

（DagatngDugo）などのプゥェストが点在する。

以上は、いわばミスティカとしての理想的な巡礼ルートであるといえます。毎月末の信者

による巡礼は、必ずしも上のようにバナハオ山頂をめざすのではなく、「カルワリの丘」まで

を一区切りとするのが普通です。その場合には一日行程の巡礼になります。そうした１日あ

るいは１泊２日の行程で、聖地を巡るのが一般的です。そして信者は２年間をかけて、聖地

の全域すなわちパラン地区とキナブハヤン側のすべてのプゥェストを巡ることが望ましいと

されています。

４祈りとしての巡礼

聖地バナハオにおけるミスティカの信者らによる巡礼の内容は、おおよそ以上の通りです。

このような巡礼は、バナハオ山の他の宗教集団にも共通する要素を持っています。ここに「三

位一体の教会」関係者が用意した、キナブハヤン側の聖地を中心とするバナハオ巡礼のため

の手引きがありますが､最重要視されるプゥェストの違い､巡礼ルートの違いはあるにしても、

聖地バナハオに対する巡礼者の態度、巡礼のあり方については、ミスティカと共通するもの

がみられます。ついでに申しあげておきますと、この巡礼者のための手引きは、最近信者以

外で聖週間にバナハオ山を訪れる人々が多くなったこと、国立公園に指定されているバナハ

オ地域を政府観光局が、登山やハイキング、自然観察の格好の場所であるとともに、宗教的

な山として宣伝していることもあって、準備されたものだと思われます。

さて、それでは、このようなプゥェストを巡る聖地巡礼は、信者にとってどのような意味
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を持っているのか。信者は巡礼を通じて、何を祈り、何を得ることができるのであろうか、

という問題があります。巡礼に参加することによって、あるいは特定のプゥェストで祈った

り休浴をすることにより病が癒され、ある種の奇跡を体験したというような事例は、体験者

達から数多く聞かされます。しかし、初めに述べたように、巡礼は信仰行為であり、祈りの

形態の一つです。そして、個々の巡礼者の悩み、葛藤、祈り、苦しみは様々であるとしても、

聖地に点在する一連のプゥェストを巡る巡礼という行為には、一定の枠組あるいは構造的な

テーマが存在すると考えることができます。そのなかでは、自己犠牲とそれをもとにした神

あるいは超自然的な存在との一体化をはかる、という点がとくに重要であると思われます。

裸足の巡礼というような肉体的な苦行を信者自らが実践する、さらに精神的な面での苦行を

体験する、自己を捨てて神に絶対的に依存し、ゆるぎない信仰を確立する、あるいはそうし

た信仰を試される場としての巡礼。そして、そのような試練に耐え抜こうとすること自体が、

神に対する信仰の証として追求される。聖地バナハオのコンテクストで捉えれば、キリスト

の受難の生涯を想い起こし、その苦しみの幾分かでも追体験しようとする信者たちによる苦

行の実践であるということです。

このようなキリストの苦難の追体験、あるいはキリストの苦難に自己を近似させるという

宗教的行為は、カトリック儀礼の枠組に照らして考えれば、四旬節の行事の一つである十字

架の道行（StationsoftheCross）に見られるものと共通しているかも知れません。十字架の

道行とは、死刑の宣告に始まり十字架をかついで歩み、刑場で処刑された後、墓に葬られる

までのキリストの苦難を14の聖画あるいは留をたてて記念し、カトリック信者がその一つ一

つを祈りとともに巡っていくものです。バナハオ山中の聖地における巡礼も、スペイン植民

地下のフィリピンに導入され、現在でも盛んに行なわれているこの十字架の道行に形態上の

原型をとったものであるかも知れませんが、バナハオ巡礼においては、十字架の道行にみら

れるようなキリストの受難に関わる14の出来事、そこから派生する「１４」に関わる象徴性は、

手元の資料ではみられません。

歴史学者のイレート氏は、バナハオ巡礼は、「山を登り、せまい洞窟をくぐりぬけ太陽熱の

なかで祈ること」であり、それを通じて耐えることを体験し、カルワリの出来事を追体験し、

キリストの苦難に対し自らをダマイ（damay、同情、同化、自己一致）させようとする試み＝

信仰行為であると指摘しています。バナハオ巡礼において求められるのは、「犠牲行為を通じ

て、精神においてキリストのようになること」であり、そのための儀礼過程がバナハオ巡礼

である、と考えられます。そして、現代のバナハオ山における巡礼は、「聖地の神秘的移転」

に根ざした聖地としてのバナハオ山の自然環境、そこを本拠地とする土着的な宗教集団にみ

られる教えに支えられて、はじめて成立するものです。この聖地バナハオ巡礼に象徴される

ように、フィリピンの民衆宗教レベルでは、祈りの一つの形として巡礼があることは明らか

です。
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[写真１］

ミスティカの教会内部。中央に主祭壇があり、それに

対して女は左、男は右に座って祈る（1989年３月、寺

田撮影、以下同じ)。

識
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I写真２１

ミスティカの教会の旗。フィリピン国旗と同じ色が用

いられ、中央にはマリアーベルナルダーバリタアンの

姿が描かれている。
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[写真４］

サンタールシア地区内のラグナス川下流域にある

プゥェスト。PiedraMentalと呼ばれ、岩の前にロー

ソクを立てて祈る。
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同じくラグナス川下流域にあるプゥェスト。Buhok

ngBirhenと呼ばれ、ここで巡礼者は泳浴する。



i写真５］

ＩｎａｎｇＡｗａと呼ばれる洞窟。その入口で祈りを捧げ
ている光景。

[写真６］

SantosKalbaryoと呼ばれる丘の上のプゥェスト。キ

リストが処刑された場所とされる。
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I写真７１

卿

鷺

キナブハヤン側のプゥェストの中核をなす場所で、復

活したキリストの足跡が川底の岩の上に残されている

と信じられている。岩はネットで覆われており、その

前にローソクを立てて祈る。

霞
…鍵

キナブハヤン側にあるSantosKolehiyoというプゥェ

スト。聖週間中に岩の前にテントを張って野営する巡

礼者達。彼らはミスティカの信者ではなく、マニラ首

都圏から訪れたカトリック信者である。
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[写真８１


